
世界に知れ渡った日本政府の言論抑圧 

米誌タイム５月 22・29日号が、岸田首相の特集記事を掲載した。

表紙では、「日本の選択」と題し「岸田氏は数十年にわたる平和主義

を放棄し、日本を真の軍事大国にすることを望んでいる」と書いた。

しかし、11日に電子版が公開されると、日本政府はこれに「表紙の

説明と本文の内容が違う」といちゃもん
．．．．．

をつけ、説明の文章を変えさ

せた。底意地の悪そうな顔に写っている写真も取材時に取られたもの

だと政府が認めたように、記事は取材を基に構成されたものだ。記事

は、米国の要請を受け「岸田氏は、世界第３位の経済大国（日本）を、

それに見合った軍事力のある大国にしようとしている」と分析、中国

の軍事演習に対抗するため「昨年 12月に第二次世界大戦後、最大の

軍拡を公にした」と「安保３文書」に触れている（12日付け赤旗よ

り）。これを「平和主義を放棄し」「軍事大国に」しようとしていると

まとめることが、一体どこが間違っているというのか。 

１６日（火）の羽鳥慎一モーニングショーは、この話題を取り上げ

た。当然、日本政府の態度を問題にするのかと思ってみていたら、コ

メンテーターの菊間氏をはじめ、日本政府の対応を是とする意見を述

べていた。「多くの人は違和感を持つ」とまで言って、タイムの電子

版の記述を批判したのだ。観ていて、私は大きな違和感を持った。岸

田政権のやったことは、完全な言論抑圧だろう。同じモーニングショ

ーでタイムの読者は世界で１億人いると紹介していたが、おそらく多

くは電子版を見るのであろうから、すでに世界に配信されたものの文

言を訂正させたところで、時すでに遅しなのではないか。日本の岸田

政権というのは、こんなくだらないことで言論抑圧をするのだという

ことが世界に明らかになってしまっただけだ。そして、それに加えて

メディアさえも、政権に右倣えの体たらくであることも。 
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